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令和４年度 第２回 木更津市男女共同参画推進委員会 会議録 

 

□ 開催日時：令和４年７月２９日（金）午後１時３０分から３時００分 

□ 開催場所：木更津市役所 駅前庁舎８階 会議室 1 

□ 出 席 者：（委員）佐伯康子、藤森けい子、臼井弘子、鳥飼優子、石井渓、尾﨑潤、 

          影山尚美、根本清志、小林晶子、石渡亮輝、河原林裕（敬称略） 

      （木更津市）石井企画部長、渡辺企画部次長、 

            野村オーガニックシティ推進課長、萱野係長、松木主任主事 

□ 議題及び公開又は非公開の別： 

      （１）木更津市男女共同参画計画（第４次）の計画事業に係る令和３年度進行 

         管理結果報告について【公開】 

      （２）その他【公開】 

□ 傍 聴 人：なし 

 

１ 開会 

（事務局：萱野係長） 

 ただいまから、令和４年度 第２回 木更津市男女共同参画推進委員会を開会いたします。

本日の司会を務めさせていただきますオーガニックシティ推進課 萱野と申します。よろし

くお願いいたします。 

 本日の出席委員数は１３名中１１名であり、半数以上の出席を得ておりますので会議は成

立いたしました。 

 なお、竹内委員、小野委員より欠席の連絡がありましたので、ご報告いたします。 

 本会議は「木更津市審議会等の会議の公開に関する条例」第３条の規定により、会議は公

開で行い、会議記録及び会議資料も公開となります。 

 

２ 部長あいさつ 

（事務局：萱野係長） 

 それでは、会議の開催に際しまして石井企画部長よりご挨拶いたします。石井部長お願い

いたします。 

（石井部長） 

 皆様、こんにちは。企画部長の石井でございます。 

 本来であれば市長が出席し、ご挨拶を申し上げるところですが、公務が重なり出席がかな

いませんので、私から一言ご挨拶申し上げます。 

 委員の皆様には、大変お忙しい中「令和４年度 第２回 男女共同参画推進委員会」にご出

席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 今年度、第２回目となります本日は、第４次計画の令和３年度の事業評価についてご意見
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いただき、条例の素案及びパートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度の導入に関するご

意見を頂戴できたらと考えております。 

 令和４年３月に策定した第５次計画にそって、性別等にかかわらず安心して暮らせるまち

を目指し、男女の枠だけにとどまらない共生社会を実現するための施策を今後よりいっそう

進めていく所存でございます。 

 広く市民の皆様や企業などあらゆる主体とともに施策を進めていけるような行政のあり方

が重要でございますので、さまざまな視点から忌憚のないご発言をいただければと存じます。 

 どうぞ、よろしくお願いいたします。 

（事務局：萱野係長） 

 ありがとうございました。 

 それでは、附属機関設置条例第６条第１項により委員長が議長となることとなっておりま

すので、佐伯委員長に議長をお願いいたします。 

 

３ 議題１ 木更津市男女共同参画計画（第４次）の計画事業に係る令和３年度進行管理結 

      果報告について 

（佐伯委員長） 

 では、議題の１「木更津市男女共同参画計画（第４次）」計画事業に係る令和３年度進行管

理結果報告についてを議題といたします。 

 事務局から報告をお願いします。 

（事務局：松木主任主事） 

私の方からご説明させていただきます。 

「木更津市男女共同参画計画（第４次）」の趣旨についてですが、本市では、平成７年に「木

更津市女性行動計画」を策定し、その後「木更津市男女共同参画計画」を第１次・第２次・第

３次と策定し、男女共同参画の推進に取り組んでまいりました。 

 現在は、第４次計画となり、男女共同参画社会の実現に向けて、男女共同参画社会の形成

に関する施策を、体系的・総合的に推進しています。第４次の計画期間は、平成２９年度か

ら令和３年度までの５年間となっており、計画に掲げる基本目標や施策等については、毎年

度、事業計画を立て、それに基づき各課が取り組み、翌年度にその進行管理結果を公表して

おります。 

 まず１つ目、令和３年度男女共同参画計画（第４次）進行管理に関して、総合評価（案）に

ついてご説明いたします。 

 資料１「木更津市男女共同参画計画（第４次）推進体制・評価方法」をご覧ください。 

 推進体制について、まず、各事業担当課において事業実施し、その取組状況を自己評価と

して１次評価を行いました。次に、市各部より推薦された職員による庁内連絡会議にて、２

次評価を行いました。最後に、木更津市男女共同参画推進委員会で総合評価を行い、進行管

理結果をホームページで公表し、翌年度の事業計画にその結果を反映します。 
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 評価方法についてですが、評価方法は各事業について「Ａ」・「Ｂ」・「Ｃ」・「実施しなかっ

た」の４段階で評価します。２次評価及び３次評価の対象は、１次評価がＢ評価以下の事業

としております。 

 それでは次に、資料２「令和３年度男女共同参画計画（第４次）の進行管理について」をご

覧ください。 

 こちらの資料は、令和３年度に取り組んだ事業について評価ごとに集計した表であり、１

ページ目の上段は各課が行った１次評価の結果を表し、下段は庁内連絡会議で決定した２次

評価の結果を示しております。 

 １次評価から２次評価での評価の変更は表のとおりです。 

 事業担当各課が行った１次評価の結果、Ａ評価が１２８事業、Ｂ評価が５２事業、Ｃ評価

が３事業、実施しなかったが１６事業となりました。２次評価では、１次評価がＢ以下の事

業について再評価を行うこととしており、オーガニックシティ推進課にて必要に応じて事業

担当課から聞き取り等を行い２次評価（案）を作成しました。その中で、上方修正した評価

は１１事業あり、主に令和３年度事業計画に沿った取組が行われており、その効果が広がる

兆しの見えた事業等について評価を上げました。なお、Ｂ評価からＡ評価に上がったものが

１１事業ございます。 

 評価を上げた事業に共通することとして、実際に計画通りに実行しているにもかかわらず

Ｂ評価をつけていたことから、本来のＡ評価に修正いたしました。 

 一方で、新型コロナウイルス感染症により事業実施が困難であった２事業については、Ｂ

評価又はＣ評価から「実施しなかった」へと評価を変更しました。Ｂ評価から実施しなかっ

たに変更したものが１事業、Ｃ評価から実施しなかったへ変更したものが１事業ございます。 

 ２ページ目の「総合評価（案）」をご覧ください。庁内での意見をまとめたところ、特に評

価を変更する必要のある事業はございませんでしたので、評価の内容は、２次評価と同様の

評価としております。 

 続きまして、資料４「【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和３年

度）総合評価（案）」をご覧ください。 

 こちらは、総合評価の対象となる７１事業について取りまとめた事務局案です。評価の内

容は、２次評価と同様の評価としております。 

 資料４の総合評価（案）を確認していただき、評価案に対するご意見・ご質問を賜りたい

と思います。 

 全１９９事業については、参考資料「第４次計画事業評価表」をご覧ください。 

 これで第４次計画についての進行管理は最後となりますので、総評を述べさせていただき

ます。計画の内容は網羅性があり、ほぼ全ての話題をカバーできている計画だったと思いま

す。その分事業数が約２００と非常に多く、進行管理がとても大変だと感じました。個々の

事業をよく見比べてみたところ、内容の重複が数多く見られましたので、昨年度策定した第

５次計画ではこの部分を整理させていただきました。 
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 指標の数値や審議会等の女性委員比率、市職員の女性管理職の割合など、少しずつですが

改善されてきたことが認められますので、全体としては実効性のある計画だったと考えてお

ります。 

 私からは以上です。 

（佐伯委員長） 

 それでは、今のご説明に対しまして何かご意見などがございましたらよろしくお願いいた

します。 

（河原林委員） 

 私からいいでしょうか。連番３のところのパンフレットの配布っていうのが、令和３年度

の事業計画でうたわれているんですね。研修会が中止になって行われませんでしたというこ

とで評価されているんですけど、こういうものって電子ファイルにしてホームページに置く

とかで十分配布ができるんじゃないかなと思うのですが、いかがでしょうか。 

（事務局：松木主任主事） 

 人権擁護委員さんはメールをあまりやられていないかと思うので、それをやりたくてもで

きなかったとお聞きしています。ですので、そういったことに関しては担当の市民活動支援

課に他にいい方法がないか聞いてみて改善するようにお願いしてみたいと思います。 

（河原林委員） 

 人権擁護委員の方だけでなくて、一般の方にとっても有意義なパンフレットだと思うんで

すがいかがですか。 

（事務局：松木主任主事） 

 そちらについてはもうすでにやっております。 

（河原林委員） 

 わかりました。ありがとうございます。 

（佐伯委員長） 

 それでは、本日は条例とパートナーシップ制度のことを続けて議題とさせていただくとい

うことですので、こちらに移ってもよろしいでしょうか。 

 

４ 議題２ その他 

（佐伯委員長） 

 それではまず、事務局から条例についてのご説明をお願い申し上げます。 

（事務局：野村課長） 

 私、オーガニックシティ推進課の野村と申します。よろしくお願い申し上げます。 

 皆様方のお手元にお配りをしてございます資料７をお手元にご用意いただければと思いま

す。今回初めて委員の皆様方にはご提示をさせていただきますので、少し丁寧な説明を申し

上げたいと思っております。 

 本条例につきましては（仮称）木更津市彩り豊かな個性が集う多様性のあるまちづくり条
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例素案として、皆様方のお手元に資料８として、たたき台の方をご用意させていただいてお

ります。 

 まず条例制定の背景でございますけれども、今年度は渡辺市長３期目の市政運営の初年度

となり、まず公約の一つとして性の多様性に配慮した社会づくりの推進を掲げております。 

 また、昨年開催された東京２０２０オリンピックパラリンピック競技大会を契機といたし

まして、多様性を尊重する共生社会の実現に向けた取組やその機運が高まり、さらには、誰

一人取り残さないことを原則に２０３０年に向けた国際的な共通目標でありますＳＤＧｓの

達成に向けた取組が世界的に求められていること。加えて新型コロナウイルス感染症の長期

化やウクライナ情勢に起因した社会経済情勢の急激な変化等により閉塞感や孤立感といった

生きづらさを抱える方々も増加しています。木更津市といたしましては、市制１００周年を

見据え、持続可能なまちづくりを展望する中で、本年度市制施行８０周年という節目の年を

迎えますことから、これを契機として、誰もがともに支え合い、住みやすく働きやすい共生

社会の実現に向けた方向性を条例化しようと考えているところでございます。 

 資料７に記載のとおり、まず１点目の条例の性質でございますけれども、いわゆる理念条

例と呼ばれるタイプの条例でございます。具体的には行政や地域における基本的な考え方や

姿勢、枠組みなどを提示したものであり、個々具体のルールや数値目標を定めるものではご

ざいません。企業における経営理念に似たようなものだとイメージしていただければ幸いで

ございます。 

 ２点目の条例の位置づけでございますが、本市では平成２８年１２月に市の総合計画を補

完する新たなまちづくりの方向性として、木更津市人と自然が調和した持続可能なまちづく

りの推進に関する条例、通称オーガニックなまちづくり条例を制定しております。条例第３

条に規定する基本理念において、多様なあり方を認め合い、支え合う自立した地域社会の仕

組みを構築することを掲げ、多様性に配慮した共生社会の実現に向けた取組を進めてまいり

ました。 

 しかしながら冒頭申し上げましたとおり、私達を取り巻く社会経済情勢が急激に、かつ、

これまでにない状況で変化する中、これまでの延長線上ではなく取組を深め、加速化し、こ

の変化に的確に対応していくことが求められております。そこでオーガニックなまちづくり

条例第３条の基本理念を具体的に明文化する形で新たな条例を制定することによって同条例

を補完する役割を持たせ、オーガニックなまちづくりをステップアップさせてまいりたいと

考えております。 

今回制定いたします条例の位置づけにつきましては、オーガニックなまちづくり条例を上

位としつつ、共生社会推進に関する部分を具体化・明確化する、オーガニックシティきさら

づを構成する重要な条例のひとつとして位置づけを見込んでいるところでございます。 

 ３点目の条例制定のスケジュールでございますが、来月の８月から庁内的には総務課の

法規担当と事前協議を開始し、政策調整会議や総合政策会議といった庁内の意思決定プロセ

ス、また今回の本委員会における議論を深掘りしていただき、さらには１２月市議会定例会
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における説明等を経て、年明けには意見公募いわゆるパブリックコメントを実施し、３月議

会において条例案として上程してまいりたいと考えております。 

 本日、委員の皆様には素案としてのたたき台をご用意させていただきました。これまで

ご説明申し上げました制定のプロセスや条例のタイトル、木更津らしさを打ち出していくた

めの前文また各条文等、忌憚のないご意見をいただきますようお願いを申し上げます。な

お、本日だけではなかなか皆様から意見をいただくことは難しいと思いますので、お時間の

ある時にゆっくりご覧いただき、８月中を目途に当課までご意見をいただければ幸いでござ

います。 

 本日は、条例案につきましても初めて皆様方にご提示をさせていただきますので、一通

り条例案につきましても読ませていただき、ご意見として頂戴できればと存じます。 

 資料８をご覧いただきたいと思います。まずタイトルでございますけれども、現在、（仮

称）木更津市彩り豊かな個性が集う多様性のまちづくり条例素案とさせていただいておりま

す。資料７の裏面、他自治体の条例タイトルおよびその他のタイトル案として似たような条

例制定をしている自治体の名称を記載させていただいております。あくまでもタイトルにつ

いてもですね、現在たたき台として、皆様方にお出ししておりますので、タイトルについて

も頂戴できれば幸いでございます。 

 次に条例の全文をお読みいたします。 

 すべての人は、生まれながらにして個人として尊重され、人種、国籍、信条、性別、性

的指向、性自認、出身、職業、経歴、年齢、疾病、障害、経済状況や家族のかたちに関係な

く、自分らしく生きることが保障されています。 

 しかしながら、私たちが暮らしている社会には、今もなお、差別や排除、虐待、様々な

嫌がらせやいじめ等の人権侵害が生じています。さらには社会環境の変化や大規模な自然災

害の発生、予期せぬ感染症のまん延や先行き不透明な経済状況等が、多くの人に生きづらさ

をもたらし、格差社会の拡大とともに他者への不寛容さを増大させています。また、インタ

ーネット等の情報通信を利用した心ない情報の拡散は、あらゆる差別の解消や多様性に配慮

したまちづくりの推進に取り組む私たちに新たな課題を投げかけています。 

 こうした中、本市では、「木更津市人と自然が調和した持続可能なまちづくりの推進に関

する条例」第３条に規定するオーガニックなまちづくりの基本理念において、「多様なあり

方を認め合い、支え合う、自立した地域社会の仕組みを構築すること」を掲げ、多様性に配

慮した共生社会の実現に向けた取組を進めてきましたが、私たちを取り巻く社会経済情勢が

大きく変化する中、これまでの取組を深化及び加速化し、この変化に的確に対応していかな

ければなりません。 

 そこで、私たちは、市民一人一人が個人として尊重され、多様性を認め合い、互いを思

い助け合いながら、自分らしく安心して暮らし働くことのできる社会を、木更津市において

実現するために歩み続けることを決意し、この条例を制定します。 
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第１条 この条例は、共生社会づくりの基本理念を定め、市の責務並びに市民及び団体の

役割を明らかにするとともに、男女共同参画及び多文化共生を推進する施策の基本となる事

項を定めることにより、市、市民及び団体が協力しながら、市民一人一人が、お互いを尊重

し合い、支え合い、多様性を認め、自らが望む形で社会との関わりを持ち、生涯にわたって

安心して自分らしく暮らすことのできる社会を実現することを目的とする。 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める

ところによる。 

(１) 共生社会 市民一人一人が、お互いを尊重し合い、支え合い、多様性を認め、自ら

が望む形で社会との関わりを持ち、生涯にわたって安心して自分らしく暮らすことのできる

社会をいう。 

(２) 市民 市内に居住し、在勤し、又は在学する者をいう。 

(３) 団体 市内において事業活動、市民活動その他の活動を行うものをいう。 

(４) 男女共同参画 全ての人が、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動

に参画する機会が確保され、政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ

ることをいう。 

(５) 多文化共生 全ての人が、国籍、民族等の異なる人々の互いの文化的違いを認め合

い、対等な関係を築こうとしながら、共に生きていくことをいう。 

(６) 合理的配慮 共生社会の実現に当たって、市民が日常生活又は社会生活を営む上で

障壁となるような社会における事物、制度、慣行、観念その他一切のもののうち、市民が現

に解消を必要とする障壁を解消するための必要かつ適当な措置であって、当該措置に伴う負

担が過重でないものをいう。 

第３条 共生社会の実現に向けた取組の推進は、市、市民及び団体が、それぞれの責務又

は役割を果たし、相互に協力しながら、次に掲げる理念（以下「基本理念」という。）に基

づき、行うこととする。 

(１) 全ての人が、その個性や多様性を尊重され、自分らしくいられること。 

(２) 全ての人が、お互いを支え合い、助け合うことで、安心して生活できること。 

(３) 全ての人が、社会の一員として、自らが望む形で、あらゆる分野における活動に参

画する機会を確保されること。 

第４条 市は、基本理念に基づき、共生社会の実現に向けた取組を推進するための施策を

総合的かつ計画的に実施する責務を有するものとする。 

２ 市は、市職員一人一人が共生の重要性の理解を深めるため、市職員に対して啓発等を

実施するものとする。 

第５条 市民及び団体は、基本理念にのっとり、共生社会の実現に当たって必要となる認

識や理解を相互に深めるとともに、他の主体と協働して共生社会の実現に努めるものとす

る。 

第６条 何人も、人種、国籍、信条、性別、性的指向、性自認、出身、職業、経歴、年
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齢、疾病、障害、経済状況や家族のかたち等の属性（以下、「属性」という。）による不当な

差別的取扱いをすることにより、他人の権利利益を侵害してはならない。 

２ 何人も、公衆に表示する情報において、属性の違いを理由とした不当な差別を助長す

ることのないよう留意しなければならない。 

第７条 市、市民及び団体が、基本理念にのっとり、共生社会の実現を目指すに当たり、

市は、次に掲げる施策（以下「基本的施策」という。）を講ずるものとする。 

(１) 共生社会について学び、意識の形成を図るための次に掲げる施策 

ア 学校教育、社会教育その他の教育等の場において、市民及び団体が共生社会について

学び、理解を深める機会を提供すること。 

イ 市民及び団体に対して、共生社会の実現に向けて必要な啓発及び広報活動を行うこ

と。 

(２) 十分な情報のやりとりを可能にするための次に掲げる施策 

ア 市が市民及び団体に対して情報提供を行うときは、受け手側の立場になって考えるこ

とで分かりやすい表現となるよう工夫すること。 

イ 全ての人が、自分の考えを相手に的確に伝えられるよう、公共の場におけるコミュニ

ケーションの手段を多種多様化すること。 

(３) 全ての人が、自分らしく安心して暮らせるような多様性に配慮した社会制度等の整

備に努めること。 

(４) 共生の地域づくりを活性化させるための次に掲げる施策 

ア 市民及び団体が本来持っている力を発揮し続けるため、共生社会の実現に資する活動

を実施する市民及び団体との協働を推進すること。 

イ 地域における市民相互の支援体制を整備し、市民それぞれが役割を持ち、支え合い、

役割を入れ替えながら、市民及び団体が地域の生活課題の発見及び対応を可能とする地域づ

くりが行われるよう支援に努めること。 

ウ 保健、医療、福祉、教育、就労その他の制度の枠を超え、又は、各制度間の連携を図

りながら、市民に対して包括的かつ総合的な支援を行うこと。 

(５) 共生社会に向けた推進体制の構築及び改善 

２ 市は、基本的施策を通じて、合理的配慮が行われるよう取り組むものとする。 

第８条 市は、条例等の制定又は行政計画の策定に当たっては、基本理念を最大限尊重す

るとともに基本的施策を踏まえ、制定又は策定するものとする。 

２ 市は、前項の行政計画の実施に当たっては、基本理念の尊重及び基本的施策の実現の

ため、必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

３ 市は、第１項の行政計画の評価の実施に当たっては、基本理念及び基本的施策の視点

を含めて評価するものとする。 

 以上でございます。 
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（佐伯委員長） 

 どうもありがとうございました。今、事務局が説明してくださいましたけれども、何か質

問などがありましたらよろしくお願いいたします。 

 今回条例が制定されますよね、例えばですよ、国籍についてものすごい差別を受けたとな

ったときに、この条例があるのとないのとでどんな違いがあるんでしょうか。 

（事務局：野村課長） 

 今回制定いたしますのは理念条例というものでございます。本文の中には罰則規定は設け

られておりませんので、現行の制度の中で不利益を受けた方に対する制度の支援はあるかも

しれませんが、条例ができたから何か罰則とか支援があるといったことではございません。

木更津市として理念を掲げてこれから取り組んでいきますよという意思表示を対外的に示す

といったことになろうかと思います。 

 ただし、条例のたたき台ですけれども、市の責務としてやらなければいけないことについ

ては、基本的な措置を含めて講じていくというふうな条文の明文化をしておりますので、そ

ういう、佐伯先生がおっしゃったようなことがもし今後あったときに何かしら措置が必要な

場合には、市としてそういう措置を新たに講じていく準備をしていくというような形になろ

うかと思います。 

（藤森委員） 

 多様性の尊重や共生に関する条例を制定している市町村は近隣であるのですか。 

（事務局：野村課長） 

 近隣ではございません。男女共同参画条例については富津市、あるいは市原市さんは制定

しておりますけれども、もう少し広い概念における共生社会実現に向けた条例につきまして

は近隣市では制定されていないと思います。 

 特には近くだと鎌倉市さんがいち早くこういった条例を制定してございますが、私どもが

知る限りでは県内にはございません。 

（藤森委員） 

 木更津市がいち早くそういうことに取り組むのは素晴らしいことだと思います。 

（事務局：野村課長） 

 今日お示しさせていただきました条文のたたき台は鎌倉市の共生社会の条例を参考にして

いることが見て取れる状況になっています。今この条文を各条それぞれ前文も含めて、３月

議会に上程するまでの間にですね、皆様方からご意見を頂戴し、この条例をいかに木更津ら

しいものにバージョンアップをしているかというところですね、できる限り皆様方のご意見

を頂戴しながら上げていきたいと思いますので、まずそのお示しさせていただきますものは

たたき台であるとご理解いただけると幸いでございます。 

 県内では、おそらくですけれども、最初ではないかと考えております。 

（鳥飼委員） 

 タイトル案についてですけれども、すごく長いかなって。もちろん中身を分かるようにす
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るためにはこれくらいのことを入れないと分かりづらいのかなとも思うんですけれども、も

しかしたらダイバーシティという言葉を入れて何かうまいことできればもうちょっと縮めら

れるようなみんなに分かりやすい名前にできるのかなと思ったので一応言っておきます。 

 これを細かく実施していくとなると、相当な時間とお金がかかってくると思いますが、そ

のへんはできるところから進めていってほしいなと思います。 

 木更津市に同性愛の方が来て結婚したいですって言ったらどうなりますかって話になった

ときに、そういうところを柔軟に対応していただけるのであれば、近隣からから見て木更津

に住みたいってなっちゃうかもしれないくらい素晴らしい案だと思います。 

（臼井委員） 

 私、富来田中学校に勤めているんですけれども、木更津市で初めてのコミュニティスクー

ルを立ち上げるということで地域の皆様方と協力しながら学校経営と地域の活性化をすると

いうことになっています。ここでいうところの基本理念の教育というのはすごく大切なんだ

なと思いました。学校としても発信できることはしていきたいと思いますので、いろいろな

ご意見を頂戴しながら進めていきたいと思います。 

（尾﨑委員） 

 オーガニックなまちづくり条例と今回制定しようとしている条例の関係性はどのようにな

っていますか。 

（事務局：野村課長） 

 オーガニックなまちづくり条例につきましては、持続可能なまちをつくるための総合的な

条例となっております。一方、今回制定いたします共生社会の条例につきましては、オーガ

ニックなまちづくり条例の基本理念の一つとしていた共生の部分をクローズアップして具体

的に落とし込んだ条例として整理していきたいというふうに考えております。 

（佐伯委員長） 

 他にございますでしょうか。 

 それでは、パートナーシップ宣誓制度について事務局からお願いいたします。 

（事務局：野村課長） 

 資料が多くて大変恐縮でございますが、資料９をご覧ください。先ほどご説明をさせてい

ただきました条例と合わせてですね、木更津市ではこのパートナーシップ・ファミリーシッ

プ宣誓制度の導入に向けた検討を本格的に着手したところでございます。 

 年度内中の制度創設を目指して、今、様々なプロセスを経て仕組みを設定しようと考えて

おります。この資料には載ってございませんけども、参考までに全国では２００を超える自

治体でこの制度が導入されており、いわゆる国民のカバー率で申し上げますと５割以上、既

に半数を超えている状況でございます。残念ながら千葉県内ではまだまだこうした動きが大

都市以外の中では進んでいない状況でございます。 

 こうした中、木更津市では先ほどご説明申し上げた条例とともにこうした制度の創設を

し、男女間あるいは性別を超えたそういった形でも住みやすいそういう環境を作っていきた



11 

 

いと考えております。そして資料の９に書いてございます本制度の創設に向けた中のプロセ

スを記載させていただいております。まず１点目といたしましては、我々市職員に対する制

度理解のための研修会の開催、また２点目として人権擁護委員さんへの意見聴取、３点目と

いたしましては、本推進委員会での意見聴取、４点目といたしまして市民の方からのご意見

を聴取する手段として市ホームページでのＷｅｂアンケートを予定しているところでござい

ます。５点目といたしまして既に県内で本制度を導入している千葉市や市川市、習志野市等

へのヒアリングなども予定しております。６点目といたしましては、本制度を導入にあたっ

ては様々な庁内関係各課との協議調整が必要になってまいりますので、庁内関係各課との協

議調整についても、できる限り丁寧に行っていきたいと考えております。７点目といたしま

しては、本制度導入に当たって享受できることのサービス、こういったものを洗い出しをさ

せていただきます。８点目といたしましては、やはり当事者からのご意見を聴取することも

非常に重要なこととなってまいりますので、こういった当事者の方への意見聴取なども予定

をしております。９番目といたしましては、生活圏が一緒とされる近隣の袖ケ浦市、君津

市、富津市にも本制度の導入について働きかけを行っていく予定としております。１０点目

といたしましては、君津地域医師会との調整、このほか、こちらは市の政策決定プロセスに

なりますけれども、市の政策決定やパブコメの実施、また審議会での説明を経てですね、年

度末にはこの制度が創設できるように努めていきたいと思います。 

 なお、現在６月から７月にかけて、この９番目のプロセスとなります近隣３市の皆様には

一度、木更津市の意向を説明申し上げ、可能であれば地域４市が足並みを揃えて本制度の創

設ができないかというところを打診しているところでございます。いずれの３市も前向きな

回答をいただいておりますけれども、制度の創設、いわゆる開始時期が同じ時期になるかど

うかというところはまだ未定というところになります。なお、今回の配布資料の中にナンバ

ーは作ってないんですけれども人権啓発研修ＬＧＢＴＱ＋って何だろうの企画書というもの

が皆様方のお手元にお配りをさせていただいております。 

 ご説明させていただきました 1点目のプロセス、市職員への制度理解のための研修会の開

催の一つとして、８月８日月曜日になりますけれども、午前１０時から約２時間、講師をお

招きをしてですね、市職員及び人権擁護委員さんを対象とした研修会を開催をさせていく予

定としております。本委員会の皆様でもですね、もしお時間がある方がいらっしゃればです

ね、ぜひご参加をいただければと思っております。また、本研修会につきましては、録画を

させていただき市職員がいつでも見られるような状況で周知をさせていただくことともに近

隣３市にも本研修の内容を共有させていただき、本制度に対する理解を深めていただく予定

としております。今後、本委員会でもこのパートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度に

ついて議論を深めてまいりたいというふうに考えております。皆様方にお配りしました資料

９の裏面をご覧いただき、「６ その他」の日付が８月６日月曜日となっているので、８月８

日の月曜日に修正をしていただければというふうに思います。大変失礼いたしました。 
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（河原林委員） 

 多様性のあるまちづくり条例ですが、ほとんどはこうしましょうというふうに書かれてる

んですね。で、第６条だけ禁止っていうことで「するな」というふうになっています。そうい

う言い方じゃなくて一緒にしましょうという意味の言い方の方が全体にとっていいのかなと

いうような印象があって、せっかくこういうふうにしましょうという形で書かれてるので、

みんなが一緒ですよという言い方の方が何か全体統一感が出るのかなと。６条だけ両方とも

否定になると、そういう印象もあったということがあるのでその辺考慮いただければという

ふうに思います。それからもう一つのファミリーシップ制度についてよく言われるのは家族

としてのその宣誓が非常に難しい医師会とのご相談の部分が大きいと思うんですけれどもそ

ういったようなところとか相続とかそういうようなことに関してのことっていうのは市だけ

では解決できない部分もあったりすると思うんですけどその辺の関係については、どこまで

市として踏み込んでいろいろそういう方たちにサポートできるかっていう考えられてるのか

というのを教えていただければありがたいなと思います。 

（事務局：野村課長） 

 条例第６条についての意見について、非常にありがとうございました。確かにおっしゃる

通りですね、６条だけが否定的な表現になっておりますので、いただいたご意見をもとにで

すね、事務局としてちょっと工夫をさせていただきたいと思います。パートナーシップ・フ

ァミリーシップ宣誓制度についてですけれども、この入院とかの同意も含め単独実施ではな

かなか交渉的にも難しい事案も今のところ想定されており、そうしたことも踏まえまして、

生活圏が一緒である君津地域４市としてですね、足並みを揃えて、例えば君津地域医師会さ

んと協議をというようなシナリオを描いておりますけれども、それでもなかなか交渉が難し

い場合においてはですね、できるところから進めていくといった形になろうかと思います。 

（河原林委員） 

 市の中での制度であれば、そこは率先して何か婚姻届がなくてもう何か同一の権利なんか

認めるというような方法はできるだけ考えていただけると、おそらく住みやすい街になるの

かなと思ったりもするんですが、ただやっぱり一番困るのは例えば交通事故とかでも意思が

ない意識がないときに手術してくださいっていう合意ができないとかっていうのはすごくや

っぱり大きいことだと思うので、そういう関係でいらっしゃる方にとっては。要するにもう

全部ものすごく疎外感があるので、やっぱりそういうところはうまく４市でいろいろしてい

ただいて、特に君津中央病院みたいなところではそういう対応ができるんだったらすごく私

は素晴らしいことだと思うので、率先してやっていただけると嬉しいなと思います。 

（尾﨑委員） 

 今、出たご意見のところなんですけれども、否定的な書き方のところについて、差別は絶

対ダメなんだという意思表示をするというのは、全体の中で際立つという意味合いもあるの

で、これはこれで効果的なのではないかなと思います。 
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（事務局：野村課長） 

 まさしく本日はたたき台ということで、皆様方に初めてお示しをさせていただきますの

で、そうしたご意見をたくさんいただけると我々としても助かります。また次回の会議でで

すね、そうしたそのいただいたご意見を事務局としてかみ砕いて次の案として皆様方にご提

示できればと考えております。 

（藤森委員） 

 パートナーシップ宣誓制度を年度内に創設するとおっしゃっていましたが、もう少し時間

の余裕を持たせた方がいいのかなと思います。 

（事務局：野村課長） 

 そのプロセスを十分に経た上で、結果的にそれが年度内にできなかったとしてもですね、

それはやむを得ないですので、真摯に受け止めたいと思います。まずはきちんとプロセスを

経て、皆様方から木更津市として多角的な意見をお聞きし、新たな制度として創設するかを

考えていきたいと思います。 

 実際にそういった方たちや当事者の方たちが市内に本当に在住しているんだろうかという

疑問もございましたが、実際に今年に入ってから２件お問い合わせメールを当事者の方から

頂戴をし、木更津市としてそういう制度を創設しないのかといったご意見を頂戴しておりま

す。特にやっぱり新しい企業さんも参入してきていますし、新しい方々も木更津市には多く

いますので、そういったその企業の福利厚生的な部分で本制度を設けいているところにはで

すね会社的にある程度のインセンティブが働く仕組みを設けていらっしゃるというふうにお

聞きしておりますのでそういった意味ではですね、木更津市にもそういったことが実際に住

んでいてですね、こういう条例やこういう仕組みを創設する必要性というのも常に感じてい

るところでございます。 

（佐伯委員長） 

 事務局から報告事項等何かありますか。 

 それでは、事務局からスケジュールの説明をお願いいたします。 

（事務局：松木主任主事） 

 はい。今後のスケジュールの予定なんですけれども、９月の中旬と１１月の中旬にそれぞ

れ１回ずつやって年４回の予定で考えております。もしかしたらあと 1回増やすかもしれま

せんが、あと２回は確実にやるということで、なるべく早く通知を送るようにしますので、

よろしくお願いいたします。 

（佐伯委員長） 

 長時間にわたりまして本当にどうもありがとうございました。これで本日の議題につきま

しては終了させていただきたいと思います。進行を司会の方へお渡しいたします。委員の皆

様方ありがとうございました。 

（事務局：萱野係長） 

 以上で令和４年度 第２回 木更津市男女共同参画推進委員会を閉会いたします。 
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 委員の皆様、長時間にわたりどうもありがとうございました。お疲れ様でございました。 

 

 上記会議録を証するため下記署名する。 

 令和４年８月１５日 

 木更津市男女共同参画推進委員会委員長  

 


